
マコモタケ栽培管理情報 –２号-
 

 
１ 除草対策 

・コナギやヒエが発生しているため、随時、除草しましょう。 

・組合で導入した除草機を利用する場合は、雑草が小さい 

うちに少ない水ですき込みましょう。 

 

 

 

 
２ 水管理 

・定植後は原則、湛水管理を継続し生育量を確保しましょう。        除草機 

・湧き（還元状態）が目立つほ場は、一度軽く干しましょう。 

 

３ 病害虫の防除 

・ほ場を観察し、食害や虫を確認したら防除を行いましょう。 

・ニカメイチュウが多くなっているので、パダン粒剤４を確実に施用してください。 

  農業研究所による水稲の越冬前調査の結果 

・越冬前の10a当り幼虫数は525頭（平年の約2.7倍） 

    ・被害茎が確認された地点のうち７割が防除要否基準を上回った 

 

（１）ニカメイチュウの防除 

農薬名 10a あたり散布量 施用時期 

パダン粒剤４ ４kg 

（３回まで） 

①５月下旬 

②６月下旬 

使用時期：収穫 75 日前まで（９月下旬から収穫開始のため、７月初旬まで） 

 

（２）ホソミドリウンカの防除 

・発生を確認したほ場は、防除を行いましょう。 

特に、昨年多発したほ場は注意して観察しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ニカメイチュウ被害          ホソミドリウンカ 

農薬名 希釈倍率 
10ａあたり 

散布量 

粘着くん液剤 １００倍（薬液３ℓ 水 300ℓ） 300ℓ 

ボタニガードＥＳ ５００倍（薬液 600mℓ 水 300ℓ） 300ℓ 

2023年６月 氷見市マコモタケ組合 

氷見市農協営農販売課 

除草機の使用を希望する組合員は、 

事務局（JA 氷見市営農販売課 74-8861）まで 

ご連絡ください。（使用料 1 日 1,000 円（税込）） 

水管理と除草により、８月まで生育量を確保しましょう。 


